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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
新
し

い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

◎
言
行

一
致
の
年
に

巻
頭
言
を
書
き

つ
つ
、
「
冬
来
た
り
な

ば
、
春
遠
か
ら
じ
」

の
詩

が
頭
を
過

っ

た
。
辛

い
時
期
を
耐
え
抜
け
ば
、
き

っ
と

幸
せ
な
時
期
が
必
ず
来
る
と

い
う
。
イ
ギ

リ
ス
の
詩
人
シ

ェ
リ
ー
の

「
西
風
に
寄
せ

る
歌
」

の

一
節
。
英
語

で
は
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か
。
さ
て
、　
一
昨
年
来
、
本
会

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
の
戦
い
に
翻

弄
さ
れ
、
今
な
お
先
の
見
え
な
い
ま
ま
正

月
を
迎
え
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
困
難
な
最

中
、
英
知
を
結
集
し
て
本
会
の
体
質
強
化

に
努
め
、
会
員
の
熱
意
と
努
力
で

一
つ
一

つ
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
「会
員
の
呼
称
」

の
確
定
然
り
、
「
新
た
な
支
部
運
営
規
則

や
規
程
」
の
制
定
、
そ
れ
に

「支
部
長
会

の
権
限
強
化
」
や

「手
作
り
の
会
員
名
簿

づ
く
り
」
の
取
組
等
に
懸
命
だ

つ
た
。
だ

が
、
難
題
も
多

い
。
究
極
の
課
題
は
、
「会

員
増
強
」
の

一
点
に
あ
る
。
今
年
こ
そ
、

こ
の
課
題
が
実
を
結
ぶ

「
言
行

一
致
の

年
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
は
、

言
葉

の
世
界
か
ら
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
、
腹
を
据
え
、
そ
の
実
現
に
奮
起
し
た

い
。
会
員
約
２
，
５
０
０
名

の
不
退
転

の

決
意
が
あ
れ
ば
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
突

破
で
き
る
と
信
ず
る
。
思
案
に
暮
れ
る
時
、

い
つ
も

「支
部
だ
よ
り
」
か
ら
勇
気
と
元

気
を

い
た
だ
く
。
そ
う
、
こ
の
会
報
が
届

く
頃
は
、
冬

の
霊
峰
富
士
が
茜
色
に
染
ま

る
だ
ろ
う
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
い

順
風
満
帆

の
日
を
期
待
し
た

い
。

◎
コ
メ
ン
ト

・
ポ
リ
シ
ー
を

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
き
、
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
る
人
が
多
く
な

つ
た
今
、
俄
か

に
、
皇
室

の
慶
賀
の
ニ
ュ
ー
ス
等

々
か
ら

コ
メ
ン
ト

・
ポ
リ
シ
ー
が
話
題
と
な

つ
た
。

情
報
化

の
中
で
マ
ス
コ
ミ
や
報
道

の
コ
メ

ン
ト
欄
は
、
多
様
な
意
見
や
考
え
、
感
想

が
集
ま
り
、
他
人
の
意
見
や
考
え
に
触
れ
、

自
分
の
考
え
を
整
理
し
、
よ
り
深
く
、
多

角
的
に
理
解
で
き
る
安
心

。
安
全
な
場
で

も
あ
る
。
し
か
し
、
情
報

の
偏
り
、
不
安

の
正
当
化
、
誹
謗
や
中
傷
等
、
公
序
良
俗

に
反
す
る
コ
メ
ン
ト
や
行
為
も
日
に
余
る
。

「表
現
の
自
由
」
は
無
制
限
で
は
な

い
だ

ろ
う
に
。
折
し
も
小
。中
。高
校
で
の

「教

科
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
報
道
も
盛
ん
だ
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
教
員
や
保
護
者
も
多

い
。
何

の
た
め

に
教
科
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
か
、
未

だ
明
解
は
な

い
。
重
要
な
の
は
、
教
科
書

を
使

っ
て
何
を
教
え
る
か
だ
。
国
は
、
各

学
校
に
端
末
を
２３
年
度
ま
で
に
配
布
す
る

計
画
と
聞
く
。
教
育

の
基
本
は
、
本
を
読

む
、
文
章
を
書
く
、
物
事
を
考
え
る
等

で

あ
る
。
発
達
段
階
を
無
視
し
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書

の
導
入
を
急
ぎ
、
無
制
限
に
使
え

る
環
境
と
な

っ
て
い
く
こ
と
が
教
育
的
な

の
か
、
よ
く
よ
く
考
え
た

い
。
豊
か
な
心

を
育
て
安
心

・
安
全
で
あ
り
た

い
教
育
界

に
も

コ
メ
ン
ト

・
ポ
リ
シ
ー
の
環
境
づ
く

り
を
急
ぐ
こ
と
が
先
決
だ
ろ
う
。
初
春
、

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
記
す
。

//ヽ‐
″
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主な記事

Pl 巻頭言 会長挨拶

P2 令和 3年度会員研修会報告
コロナ禍の中の支部活動

P3 令和 3年度春の叙勲受章会員

令和 3年度秋の叙勲・高齢者叙勲受章会員
P4 クラブ紹介

P5 情報推進部開設の趣旨

P6 新入会員の声

P8 物故者、会員増強プロジェク ト・テーム

コラム、応募コーナー、編集後記
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耐
え
忍
び

改ヽ
め
て
伝
え
た
い
「本
会
の
心
」

―
春
を
待
つ
気
持
ち
は
今
も
続
く
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令
和
三
年
度
会
員
研
修
会
報
告

『生
き
生
き
人
生
を
目
指
し
て
』

―
パ
ズ
ル
を
解
い
て
楽
し
も
う
―

生
涯
学
習
部

令
和
３
年
１１
月
１９
日
（金
）

都
立
多
摩
図
書
館
　
三
階

田
中
　
弘
志
先
生

中
野
支
部
長

多
田
会
長
の
挨

拶
と
講
師
紹
介
の

後
、
研
修
が
始
ま

り
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
問
題
を
中
心
に
し

て
、
０
折
り
紙
を
使

っ
た
パ
ズ
ル

②
紐
を
使

っ
た
パ
ズ
ル
　
問
理
科
パ

ズ
ル
　
０
数
学
パ
ズ
ル
の
順
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
次
に
問
題
の

一
部
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
正
解
は
８
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

〔問
１
〕
折
り
紙

（正
方
形
）
を
対

角
線
で
折
る
と
、
直
角
二
等
辺
三
角

形
が
四
つ
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
並
べ

て
で
き
る
図
形
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

④
長
方
形
　
③
台
形
　
③
ひ
し
形

◎
平
行
四
辺
形
　
①
正
三
角
形

〔間
３
〕
左
の
図
は
有
名
な
パ
ズ
ル

で
す
。
９
個
の
点
を
出
来
る
だ
け
少

な

い
線
分
で
切
れ
な
い
よ
う
に
結
ん

で
く
だ
さ
い
。
（４
本
）
　

ｏ　
ｏ　
ｏ

０

　

　

０

　

　

０

今
年
度
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た

鈴
木
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
通
常
の

活
動
は
皆
無
で
、
支
部
会
も
対
面
と

リ
モ
ー
ト
の
併
用
開
催
で
す
。

本
支
部
会
で
は
支
部
会
の
議
題
に

会
員
の
近
況
報
告
を
入
れ
て
い
ま
す
。

話
題
は
自
分
や
家
族
の
病
気
や
介
護

の
大
変
さ
や
趣
味
の
動
植
物
の
飼
育

栽
培
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

今
年
度
は
ミ

ニ
講
演
と
称
し
て

テ
ー
マ
を
決
め
て
少
し
長
め
に
ま
と

ま
り
の
あ
る
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
先
日
は
三
田
会
員
の
現
職
当
時

在
職
し
た
中
央
区
立
阪
本
小
学
校
の

思
い
出
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

も
う
退
職
し
て
か
ら
何
年
も
経
過
し

た
は
ず
な
の
に
、
ま
る
で
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
い
き

い
き
と
語

っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

コ
ロ
ナ
が
次
第
に
収
束

し
改
善
さ
れ
た
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
早
速
行
お
う
と
思
い
ま
す
。
感
染

予
防
に
配
慮
し
つ
つ
、
通
常
の
活
動

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
緊

急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
り
、
本
支
部

の
理
事
会
や
総
会

・
各
種
行
事
等
の

中
止
が
続
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ま
ず
は
「
総
会
開
催
」

を
考
え
、
密
を
避
け
る
た
め
に
五
月

の
理
事
会

・
役
員
会
を
総
会
に
振
り

替
え
る
形
を
考
え
ま
し
た
。

全
会
員
に
そ
の
趣
旨
を
伝
え
、
返

信
に
よ
り
多
数
の
ご
理
解
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
所
属
確
認
や

近
況
の
把
握
が
で
き
、
「
近
況
報
告
」

と
し
て
総
会
資
料
と
と
も
に
報
告
し

ま
し
た
。

年
度
当
初
の
会
員
は
、
本
会
員
七

十
二
名
。
内
訳
は
区
内
在
住
会
員
六

十

一
名
、
区
外
在
住
会
員
十

一
名
。

特
別
会
員
五
十
九
名
、
計
百
三
十

一

名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
田
支
部
の
日
常
的
な
活
動
の
実

施
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員

の
親
睦
を
図
り
、
研
修
を
深
め
、
教

育
の
振
興
に
寄
与
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
期
日

○
会
場

○
講
師

〔間
２
〕
左
の
図
の
３
×
３
の
正
方

形
魔
法
陣
に
１
～
９
ま
で
の
数
を
枠

の
中
に
入
れ
て
、
縦

・
横

。
対
角
線

の
和
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
解

い
て

コ

ナ

禍

の

中

の

支

部

活

く

だ

さ

い
。

研
修
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
難

問
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
熱
心
に

楽
し
く
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
折
り
紙
や
紐
を
操
作

し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
私

達
の
脳
の
活
性

化
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
藤

崎
副
会
長
の
謝

辞
で
研
修
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

（生
涯
学
習
部
　
富
岡
義
光
）

動
」

ー
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コ
ロ
ナ
禍
の
支
部
活
動

干
代
甲
中
央
支
部
長

鈴
木
　
正
孝

大
田
支
部
の
今
は

大
田
支
部
長
　
直
丼
　
一
郎

目

鷹

亀
ま
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栄えのご受章お祝い申 し上げます。

(敬称略 )

瑞宝小綬章 (1名) 有賀 康修 (台 東 )

お詫び 新しく会員になられましたが、その確認を十分
に行っておりませんでしたЭ

心よりお詫び申し上げますЭ

(前福利厚生部長 守屋 龍男 )

令和3年 秋の叙勲受章会員

栄えのご受章お祝い申し上げます。

(敬称略 )

瑞宝小綬章 (1名 )

新藤 久典 (北多摩西部 )

瑞宝双光章 (10名 )

沖川  洋 (練 馬 )

小野寺侑希子 ( 北 )

齊藤  治 (目  黒 )

齋藤 福次 (板 橋 )

高貝 正志 (北多摩中部)

成田 一代 (八王子 )

松井美枝子 (狛  江 )

矢野 澄夫 (足 立 )

今野 幸雄 (千葉中部 )

若林 英鋭 (神奈川県 )

(福利厚生部長 増田 稔)

栄えのご受章お祝い申し上げます。

(敬称略 )

(令和 3年 9月 14日 現在 本部に届けがあった方 )々

瑞宝小綬章 (2名)  瑞宝双光章 (3名 )

小泉 恭平 (神奈川県) 小松千代夫 (西多摩 )

奥田 亮二 (神奈川県) 須藤 哲夫 (神奈川県)

武智 恒雄 (神奈川県)

(福利厚生部長 増田 稔)

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

江
戸
川
支
部
長
　
柴
田
　
正
幸

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

一
年

間
支
部
活
動
を
休
上
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
総
会
、
役
員

。
理
事
会

（隔

月
）
、
研
修
会
等
ほ
ぼ
通
常

の
活
動

を
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
。

六
月
の
支
部
総
会
で
は
会
則
の
改

正
を
行

い
、
会
員
の
呼
称
や
慶
弔
規

程
等
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自

然
探
訪
ク
ラ
ブ

・
女
性
活
躍
ク
ラ
ブ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

十
月
に
は
区
立
児
童
相
談
所

「
は

あ
と
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
の
講
演
会

（講
師
、
区
こ
ど
も
家
庭
部
相
談
課

長
）
、
「
囲
碁
を
楽
し
む
会
」
（囲
碁

ク
ラ
ブ
主
催
）
、
「宝
筐
山

ハ
イ
キ
ン

グ
」
（自
然
探
訪
ク
ラ
ブ
主
催
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
女
性
活
躍
ク
ラ
ブ

は
現
在
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。

今
後
の
課
題
は
恒
例
の
新
年
懇
親

会
を
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。

六
月

（中
止
）
、　
一
月
の
懇
親
会
は

会
員
が
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
催

し
物
で
す
の
で
実
現
を
心
か
ら
願

っ

て
お
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
て
の
活

動
を
休
止
し
て
い
る
本
支
部
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
今
年
度
も
仲
間
が
三
名

旅
立

っ
て
し
ま

い
、
総
会
員
数
十

一

名
と
更
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仲
間
た
ち

（全
員
男
性
）
に

は

「自
然
薯
」
と
呼
ば
れ
る
生
ま
れ

も
育
ち
も
大
島
と

い
う
方
と

「
為
朝

様
」
と
呼
ば
れ
る
大
島
に
移
住
し
て

か
ら
貢
献
し
続
け
て
下
さ

っ
て
い
る

　

・

方
が
い
ま
す
。
意
外
な
の
は
、
大
島

　

３一

の
自
然
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
、
よ

　

．

り
詳
し
か

つ
た
り
実
体
験
し
た
り
し

て
い
る
の
が
、
島
を
第
二
の
故
郷
と

し
て
い
る
方

々
な
の
で
す
。
「
も
と

も
と
島
で
」
と

「
外
か
ら
島
に
」
と
は
、

そ
う

い
う
事
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
の
島
に
も
学
校
行
事
や

町
の
行
事
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
運
動
会
な
ど
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
早
く
安
心
し
て
会
員

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
日

が
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

「故
郷
」
と

「第
二
の
故
郷
」

大
島
支
部
長
　
村
田
　
公
充

令和3年 春の叙勲受章会員
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◆

◆

ク

ラ

ブ

紹

介

◆

◆

一

囲
碁
ク
ラ
ブ委

員
長

佐
々
木
和
廣

昭
和
四
十
八
年
十

一
月
、
参
加
者

二
十
五
名
で
第

一
回
囲
碁
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
二
年
後
の
昭
和
五
十

年
度
か
ら
は
退
職
校
長
会
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
し
て
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
数
も
二
百
七
十
二

名

の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊

研
修
な
ど
も
行
わ
れ
、
充
実
し
た
活

動
が
展
開
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
ク
ラ
ブ
発
足
四
十
九
年

目
と
な
り
、
令
和
四
年
度
は
記
念
す

べ
き
節
目
の
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
は
六
月
に
総
会

・
春
季
大
会
、

十

一
月
に
秋
季
大
会
と
年
二
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
参
加
人
数
は
毎
回

二
十
名
前
後
で
少
々
淋
し
い
で
す
が

熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
年
々
減

っ
て
き
て
お
り
、

現
在
は
六
十
五
名
で
す
。
新
会
員
加

入
を
切
に
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
三
年
二
月
十

四
日

（令
和
元
年
度
行
事
）
の
国
風

盆
栽
展
見
学
会
を
最
後
に
、
今
日
ま

で
活
動
停
止
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換

に
役
立

つ
様
な
、
通
信
の
発
行
を
企

画
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
投
稿
さ
れ
た

記
事
の
中
に
、
以
前
当
ク
ラ
ブ
の
苔

玉
講
習
会
で
使
用
し
た
、
ナ
ン
テ
ン

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
下
ろ
し
た
ら
忽
ち

大
き
く
育

っ
て
、
植
物
の
生
命
力
に

深
く
感
じ
た
と
い
う
記
事
が
寄
せ
ら

れ
た
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

さ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
も
解
か
れ

ま
し
た
が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
慎
重
に
会
を
運
営
し
て

行
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

メ
ダ
ヵ
会

・
短
歌
ク
ラ
ブ
の
中
心

活
動
は
歌
会
で
す
。
対
面
し
て
、
合

評
、
選
歌
を
し
ま
す
。
声
を
発
し
て

行
う
こ
と
は
感
情
の
理
解
、
作
歌
の

技
術
向
上
な
ど
に
よ
り
有
効
で
す
。

令
和
三
年
度
は
計
画
を
立
て
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
の
流
行

に
よ
り
令
和
元
年
度
後
半
よ
り
活
動

休
止
と
な
り
、
令
和
三
年
度
も
活
動

休
上
で
す
。

ク
ラ
ブ
員
は

「
身
を
守
る
」
「
短

歌
を
続
け
る
」
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
従

っ
て
活
動
中
止
も
や
む
を
得

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対

面
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
歌
会
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

コ
ロ
ナ
の
状
況
が
変
わ

っ
て
き
た

今
、
歌
会
の
場

（湯
島
の
事
務
室
）

を
確
保
し
、
会
員
み
ん
な
で
の
歌
会

を
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
九
月
の
定
例
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除
前
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
四
百
六
十
六
回
目

の
研
修
会
を
五
名
の
参
加
者
で
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
月

一
回
行
わ
れ

（八

月
は
お
休
み
）
四
十
年
を
超
え
る
古

い
歴
史
を
持

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
十
九
回
作
品
展
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
続
け
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

長
き
に
渡
り
花
村
光
江
先
生

（日

本
画
家
）
か
ら
の
ご
指
導
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
他

界
さ
れ
、
現
在
は
会
員
が
資
料
を
準

備
し
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

会
員
数
十
名
。
高
齢
者
の
集
ま
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
あ
る
会
の

意
味
を
思

い
、

コ
ロ
ナ
禍

に
打
ち

勝

っ
て
作
品
作
り
に
励
ん
で
、
新
宿

中
央
公
園

エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
第

二
十
九
回
作
品
展
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ナンテンを使った苔玉

-4-

メ
ダ
カ
会

（短
歌
ク
ラ
ブ
）

委
員
長
　
岩
丼
　
昭

水
墨
画
ク
ラ
ブ

委
員
長

丼
上
　
爽

園
芸
ク
ラ
ブ

委
員
長
　
天
野
　
正
忠
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退
職
校
長
会
唯

一
の
運
動
ク
ラ
ブ

で
す
。
現
在
、
部
員
は
十
三
名
で
す

が
、
実
際
に
テ
ニ
ス
を
す
る
方
は
年

々
減

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

〔会
場
〕
杉
並
区
松
ノ
木

コ
ー
ト

〔練
習
日
〕

一
か
月
前
に
は
練
習
日

を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

月
に
二
～
五
回
で
、　
一
回
二
時
間
で

す
。〔練

習
内
容
〕
参
加
者
が
抽
選
で
順

番
を
決
め
、
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

〔会
費
〕
年
間
、
三
千
円

現
在
の
課
題
は
、
メ
ン
バ
ー
不
足

と
杉
並
区
在
住

。
在
勤
者
不
足
で
す
。

メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
と
、
二
時
間

の
練
習
の
時
間
ず
―

っ
と
プ
レ
ー
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
き

つ
い
の
で
す
。

杉
並
区
在
勤

。
在
住
の
方
に
入

っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
杉
並
区
に

か
か
わ
り
の
あ
る
方
で
な
い
と
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
と
る
た
め
の
カ
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
石
原
携
帯
に
是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

番
号
０
９
０
（１
８
１
９
）
６
４
２
３

Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
会
員
は
現
在
５０
名
、

９７

歳
を
最
高
齢
に
７１
歳
ま

で
の
会
員

が
和
気
あ

い
あ

い
と
活
動
し
て

い

る
。
活
動
の
柱
は
撮
影

・
展
示

・
研

究

。
親
睦
で
あ
る
。
年
２
回
の
作
品

展
、
年
７
回
の
撮
影
会
、
年
１
回
の

宿
泊
撮
影
会
、
外
部
講
師
に
よ
る
講

評
会
、
会
員
を
講
師
と
し
た
研
究
会
、

自
評
会
、
懇
親
会
を
実
施
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
春
展
は

中
止
し
た
が
秋
展
に
は
３５
名
が
出
品

‐７
名
の
来
場
者
を
迎
え
た
。
来
場
者

の
中
に
子
供
が
多
か

っ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
。

９７
歳
の
会
員
が
７９
歳
の

教
え
子
９
人
と
記
念
写
真
を
撮

っ
て

い
る
様
子
に
感
動
を
覚
え
た
。
案
内

看
板
を
見
て
入

っ
て
き
た
方
が

一
枚

一
枚
食

い
入
る
よ
う
に
ご
覧
に
な
り
、

「僕
も
も
う

一
度
写
真
を
や
り
た
く

な

っ
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
毎
年

お
い
で
下
さ
る
来
賓
者
の
言
葉

「今

日
は
○
○
さ
ん
の
が
あ
り
ま
せ
ん
が

元
気
で
す
か
」
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

感
謝

当
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
５０
年
に
創
立

さ
れ
、

４６
年
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は

「釣
り
」
を
趣
味

と
し
て
、
海
の
景
色
で
心
の
洗
濯
も

兼
ね
て
、
毎
月

一
回
は
海
釣
り
に
出

て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
魚
を
釣
る
か
と

い

う
と
、
４
月
か
ら
シ
ロ
ギ
ス
、
５
月

ア
ジ
、
６
月
イ
サ
キ
、
７
月
五
日
釣

り
、
８
月

ニ
ジ

マ
ス

（海
は
暑

い
の

で
渓
流
で
）
、
９
月
イ
ナ
ダ
、

１０
月

ア
ジ
釣
り
大
会
、

１１
月
ア
マ
ダ
イ
、

１２
月
ワ
ラ
サ
、
１
月
ヮ
ヵ
サ
ギ

（寒

い
の
で
ド
ー
ム
船
で
）
、
２
月
研
究
。

懇
談
会
、
３
月
イ
シ
モ
チ
と

い
う
よ

う
に
釣
り
や
す

い
魚
種
を
選
ん
で
釣

行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
家
族
も
土

産
の
新
鮮
な
魚
に
大
喜
び
で
す
。

初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

い
自
分
が

必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
即
時
に
検

索
で
き
た
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｗ
ｅ
ｂ

ｅ
ｘ
等
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
テ
レ

ビ
会
議
に
参
加
で
き
た
り
多
く
の
会

員
に
と

つ
て
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う

な
支
援
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

―
′Ｖ

特
に
、
各
支
部
と
都
本
部
の
連
携

や
交
流
を

一
層
深
め
て
い
く
た
め
の

活
動
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
取
り
組
み
を
挙
げ
て
み
る
。

○
現
在
、
正
副
会
長
会
、
運
営
委
員

会
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

　

一

を
実
施
し
て
い
る
が
、
各
部
会
等
に
　

５

も
こ
の
手
法
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
　
一

〇
新
入
会
員
の
届
け
出
、
会
員
の
異

動
報
告
、
叙
勲
の
連
絡
等
の
必
要
な

届
け
出
用
紙
等

は
退
職
校
長
会

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
整
備
に

取
り
組
み
た
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「各
支
部
の
様

子
」
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
を
新

規
追
加
し
て
、
各
支
部
の
特
色
あ
る

活
動
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

Ｏ
Ｉ
Ｔ
の
光
と
陰
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
の
安
全
な
使

い
方
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

※
従
来
手
法
で
あ
る
文
書
連
絡
、
電

話
等
は
引
き
続
き
維
持
し
て
い
き
た

―
′Ｙ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

委
員
長

石
原
　
容
子

写
真
ク
ラ
ブ

（Ｔ
Ｋ
Ｃ
）

委
員
長

甲
野
　
恵
美

釣
リ
ク
ラ
ブ

・
千
代
田
会

委
員
長

町
田
　
静
隆
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新

入

会

員

の

声

Ｂ
会
員
か
ら
正
会
員
へ

世
田
谷
支
部
　
保
原
　
勝
紀

私
の
教
職
歴
は
、
３
地
区
８
校
で

最
終
校
の
世
田
谷
区
立
祖
師
谷
小
を

平
成
１５
年
に
退
職
し
ま
し
た
。

２１
年

か
ら
は
支
部
の
会
報
部
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
部
長

を
引
き
継
ぎ
、
会
員
の
呼
称
改
訂
を

機
に
、
都
退
職
校
長
会
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

世
田
谷
支
部
は
、
今
年
度
創
立
６０

周
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
式
典

・
祝
賀
会
等
が
開
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
年
２
回

発
行
の
支
部
会
報
９４
号
を
６０
周
年
記

念
号
と
す
る
べ
く
、
編
集
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
年
前
か
ら
関
わ

っ
て
い
る
川
崎

市
の
寺
子
屋
事
業
と
世
田
谷
支
部
で

の
役
割
は
、
私
の
生
活
に
張
り
合

い

を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
人
生

百
年
」
の
時
代
、
無
理
を
せ
ず
に
続

け
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
を
迎
え
て

渋
谷
支
部
　
守
原
　
智
信

昭
和
五
十
八
年
に
保
健
体
育
科
の

教
員
と
し
て
入
都
し
、
三
十
八
年
間

中
学
校
現
場
で
教
育
に
携
わ

っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
三
月
で
定
年
退
職
し

四
月
か
ら
再
任
用
校
長
と
し
て
渋
谷

区
立
松
濤
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。思

い
返
せ
ば
校
内
暴
力
の
嵐
の
中

で
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
若

さ
に
任
せ
て
熱

い
思
い
先
行
の
指
導

を
し
て
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。
教
員
生
活
は
決
し
て
順
風
満

帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
指

導
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
も
、
悩
ん

で
い
て
も
、
常
に
温
か
く
見
守
り
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
当
時
の
校
長
先

生
や
諸
先
輩
方
が
い
て
く
だ
さ
り
、

応
援
し
て
く
れ
る
生
徒
た
ち
や
保
護

者

・
地
域
の
皆
様
が
い
て
く
だ
さ

っ

た
お
か
げ

で
今

の
自
分
が
あ
る
と

思

っ
て
い
ま
す
。
六
十
歳
の
定
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
恩
返

し
の
気
持
ち
で
教
育
に
携
わ
り
、
次

世
代
を
担
う
先
生
方
を
育
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 ノ

がん保険
医療保険

保有契約件数
令和 元 年版 インシュアランス生命保険統計号

駒4世帯に1世帯がアフラックの保険に加入
(詳 細はホームベージをご確認ください )

Ｊ
●

●

じ
じ

Ｊ
「
．
・．

じ

tNol保障が充実。
なのに、ムダがない

アフラックの医療保険。
ライフステージの変化に合わせて、

その時々で必要な保障を変えられるため、

ムダなく最適な保障を備えていただけます。

ヽNEWノ

医 療 保 険

‡‖
く募集代理店〉(ア フラックは代理店制度を採用しています)

三井住友トラスト・ライフパ…トナ…ズ株式会社

0商品の詳細は「バンフレット」「契約概要」などをご確認ください。

〈引受保険会社〉 「生きる」を創る. "っ
=、"々

Afhc懇亀襦西新宿211
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眸
啄
同
時調

布
支
部
　
渡
遅

桂
子

「嘩
啄
同
時
は
教
育
の
原
点
な
り
」

恩
師
か
ら
教
わ

っ
た
言
葉
を
胸
に
、

広
島
で
教
職
を
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

後
、
八
王
子
市
、
日
野
市
、
杉
並
区
、

府
中
市
、
調
布
市
で
お
世
話
に
な
り
、

令
和
三
年
三
月
を
も

っ
て
、
調
布
市

立
若
葉
小
学
校
を
最
後
に
定
年
退
職

い
た
し
ま
し
た
。

現
職
の
時
か
ら
ご
指
導
や
励
ま
し

を
賜

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
調
布
支

部
長
の
鈴
木
治
子
先
生
か
ら
本
会

ヘ

の
入
会
の
お
誘

い
を

い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、

私
は
八
王
子
市
在
住
で
す
が
、
ご
縁

の
深
か

っ
た
調
布
支
部

へ
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
幸

い
に
思
い

ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
調
布
市
内
の
小
学

校
で
新
人
育
成
教
員
と
し
て
勤
め
て

お
り
ま
す
。
若
手
教
員
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
も
昨
啄
同
時
を
心
が
け
、

「教
育
は
人
な
り
」
の
具
現
化
に
向

け
、
人
材
育
成
に
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
は
大
変
革
の
と
き

北
多
摩
北
部
支
部
　
岩
崎
一　
治
彦

現
在
、
再
任
用
校
長
と
し

て
頑

張

っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
現
場
は
昨
年
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
と
し
た
諸
改
革
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
来
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技

術
革
新
や
文
化
、
経
済
、

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、

急
速
な
大
変
革
が
進
む
今
と

い
う
時

代
に
お
い
て
、
学
校
教
育
は
も

っ
と

早
く
大
胆
に
変
わ

っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
？

そ
し
て
、

今
も
大
し
て
変
わ

っ
て
い
な
い
…
。

そ
う
強
く
思
う
昨
今
で
す
‥

確
か
に
漸
進
的
方
法
も
大
切
で
す

が
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
に
多
く
の
し
が
ら
み
や
慣
習
、
思

惑
や
利
害
が
絡
ま
り
、
重
く
て
重
く

て
中
々
変
え
ら
れ
な
い
。
経
験

へ
の

過
信
が
作
り
上
げ
た
常
識
は
岩
盤
の

如
く
…
、
そ
ん
な
大
人
の
都
合
が
優

先
さ
れ
る
。
私
の
よ
う
な
年
を
取

っ

た
者
で
は
な
く
、
進
取
の
気
性
に
富

む
若

い
力
に
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年 4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

会員ご本人様はもとより、ご家族ご親戚の方々もご利用いただけます。

365日 24時間いつでも迅速対応

面

靱ヾ劉|[所肇ウエルライフグルーコ
会東京都民互助会手姜嬌典

〒167-0042東京都杉並区西荻北5-1-8■L03-3396-7231 FAX03-3395-8874

ホームページ

亀

/

-7-

東 京 都 退 職 枝 長 会 会 員 の皆 様 ヘ

ヽ

直葬・家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります

|
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物

故

者

だ
ん
で
ざ
難
．去
を
悼
み

ざ
冥
稲
を
お
竹
り
や
ｔ
上
げ
ま
す

氏

名

年

,j

ll

支
部
名

種

齢

校

年

名簿rt

五
十
嵐
　
勇

令
２
・１０
・３０

江

束

小

８３
　
７

成
田

　

一
成

令
３
・５
・６

北
多
摩
中
　
小

９２
　
６５

板
橋
外
喜
雄

令
３
・６
・１３

北
多
摩
西

小

９６
　
７２

會
田
一　
武
夫
　
令
３
・７
・７

西
多
摩
　
中

８３
　
７７

芦
田
龍

一
郎

令
３
・７
１０

荒
　
川

小

９６
　
２６

大

島

　

一信
夫

　
令

３
・７
カ

府
　
中
　
小

９５

　

６７

加
島
　
直
吉

令
３
・８
・１２

板

橋

中

９２
　
２９

金
子
　
町
子

令
３
・８
お

町
　
田

小

９５
　
５０

安
藤
希
興
子

令
３
ｉ
ｂ

葛

飾

小

６９
　
３８

黒
澤
　
昭
夫

令
３
・８
・２６

文

京

小

９３

増
大
・

晴
郷
　
令
３
・８
・２９

人
　
島
　
中

８５
　
８２

(令和 3年 9月 14日 届出現在 )

<本会のメリットとは |>                  (6回 シリーズの第 5回 )

会員増強プロジェクト・チーム

生涯学習時代 ～進んで学習会に参加 しよう 学び続ける会員は若い～

現場を離れ日々に緊張感が薄れ、生活リズムは守 りながらも、単調な生活となる。テレビ 。ラ

ジオ、新聞、雑誌、専門書、パソコン等で情報や知識を独学で得るものの、何か思考の深まりが

浅い。物足 りなさを感じていた時、本会の先輩の紹介を受けて、本会や支部の研修会に参加した。

講演を聞きながらメモを取っていると、高血圧症ではない脳の血流の高まりを覚え、背筋が伸
びた。久々に高揚感と充実感を味わった。熱心に聞き入る参加者の方々が神々しく見え、学び続

ける人は若い 1と 感じた。これからは私もいろいろな会合に進んで参加をしたい。
(平成 18年 入会 0。 G氏 )

（福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔
）

俳

句

杉
並
支
部
　
俳
句
ク
ラ
ブ
作
品

頼
も
し
や
岩
で
く

つ
ろ
ぐ
カ
ル
の
雛

秋
菊
の
見
事
に
咲

い
て
人
目
引
く井

口
　
茂

爽
や
か
や
宝
ジ

ェ
ン
ヌ
の
国
歌
斉
唱

潮
騒
に
菊
香
た
ゆ
た
ふ
城
跡
か
な峯

岸
　
誠

中
秋
や
地
に
温
も
り
の
陰
宿
し

返
り
花
朝
日
に
清
か
去
り
難
し木

下
佐
千
子

短

歌

◆
２
ペ
ー
ジ
の
正
解

〔問
１
〕
Ａ

・
Ｂ

・
Ｄ

〔問
２
〕

４

．

Ｑ
）

９

』

（
０ ｒ

Ｏ
７

，

（
０

ハ
０

〔問
３
〕

編

集

後

記

コ
ロ
ナ
で
私
た
ち
の
生
活
が
制
限

さ
れ
家
に
居
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。

ク
ラ
ブ
紹
介
で
、
活
動
の
中
心
は

歌
会
と

い
う
短
歌
ク
ラ
ブ
は

「声
を

発
し
て
行
う
こ
と
は
感
情
の
理
解
、

作
歌
の
技
術
向
上
な
ど
に
よ
り
有
効

で
す
。
」
と
書

い
て
い
る
。

感
情

の
感
染
と
ト
ル
ス
ト
イ
が

言

っ
て
い
る
の
だ
が
、
声
は
、
発
し

た
人
と
聴
く
人
と
の
感
情
を
共
感
じ

人
間
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

会
員
が
、　
一
堂
に
会
せ
な
い
の
は

他
の
ク
ラ
ブ
や
支
部
活
動
に
も
及
ん

で
い
る
。
人
と
の
絆
が
深
ま
る
の
は

触
れ
合

い
、

つ
な
が
り
を
持
て
て
こ

そ
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
る
悲
惨
な

事
件
も
人
間
性
を
失

い
か
け
て
い
る

現
状
が
起
因
か
と
思
わ
な
い
で
は
い

ら
れ
な
い
。

日
本
の
総
人
口
の
９
・
６
％
が
八
十
歳

以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。
外
出
を
避

け
最
近
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
等
を
見
て
い

る
と
背
景
に
あ
る
昭
和
の
歴
史
や
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
標
に
教
育

実
践
し
た
体
験
を
思
い
起
こ
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な

い
。

共
に
教
育
に
汗
し
た
仲
間
が

一
人

で
も
多
く
入
会
す
る
こ
と
を
切
望
す

る
。
　

　

　

　

（大
須
賀
　
敬
子
）

許慶
竜
爵
斜

ノ
鉾

○
よ
う
や
く
に
心
決
し
復
帰
す
る

君
の
笑
顔
に
明
る
さ
戻
り
て

○
た
か
ぶ
れ
る
心
の
定
規
ま

っ
す
ぐ
に

伸
ば
し
て
や
ら
ん
と
少
年
の
話
き
く

中
野
支
部
　
田
中
弘
志

○
な
に
祈
る
訳
で
も
な
し
に
手
を
合
わ
す

落
葉
破
れ
る
路
地
の
地
蔵
に

○
ぎ
こ
ち
な
き
お
点
前
な
れ
ど
そ
の
白
き

柔
ら
か
き
手
を
見

つ
つ
羨
じ
む

西
多
摩
支
部
　
高
橋
和
子

○
電
話
帳
亡
き
人
の
名
の
現
れ
て

し
ば
し
見

つ
め
て
消
す
を
た
め
ら
う

○
ス
マ
ホ
見
る
日
の
輝
き
と
親
指
の

弾
む
動
き
に
新
時
代
知
る

西
多
摩
支
部
　
宇
津
木
順

一

〇
オ
ト
リ
鮎
連
れ
て
来

い
よ
と
解
き
放
ち

最
初
の

一
匹
釣
れ
る
の
を
待

つ

○
久
し
ぶ
り
孫
の
授
業
を
観
て
い
る
と

私
だ

っ
た
ら
と
よ
み
が
え
る
癖

西
多
摩
支
部
　
宮
崎
慶

一

-8-

応
募

コ
ー
ナ
ー

〆……舞織……………………………~………………………肇…中…継………………(……中……:~(ヽ

ノ
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／

ヽ
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